
JP 6234225 B2 2017.11.22

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　中空針が立設された部材本体と、前記中空針を覆う弾性鞘体とを備え、
　前記部材本体の中空針が立設された側と反対の面側には、薬液容器と接続できるように
構成された薬液容器接続部が設けられた針付き接続部材であって、
　前記弾性鞘体は、少なくとも前記中空針の外面を剥離できるように溶融樹脂が前記中空
針外面に密着した状態で覆い、
　少なくとも前記弾性鞘体によって覆われた中空針の外面が、滅菌保証されている、薬液
容器接続用針付き接続部材。
【請求項２】
　前記中空針の外面に前記弾性鞘体を二色成形法によって設けた、請求項１に記載の薬液
容器接続用針付き接続部材。
【請求項３】
　前記中空針の外面に前記弾性鞘体をインサート成形法によって設けた、請求項１に記載
の薬液容器接続用針付き接続部材。
【請求項４】
　前記弾性鞘体の成型条件は、樹脂温度１５０～２５０℃の範囲内である、請求項１～３
のいずれか１項に記載の薬液容器接続用針付き接続部材。
【請求項５】
　前記弾性鞘体の先端に平面部が形成されている、請求項１～４のいずれか１項に記載の
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薬液容器接続用針付き接続部材。
【請求項６】
　前記部材本体は、前記中空針の基部周縁から広がったフランジ部を有し、かつ前記弾性
鞘体の基部が前記フランジ部の面に沿って広がるフランジ状基部を有している、請求項１
～５のいずれか１項に記載の薬液容器接続用針付き接続部材。
【請求項７】
　前記薬液容器接続部が、接続する薬液容器に設けられた管状接続部と接続できるように
構成された接続管部を有している、請求項１～６のいずれか１項に記載の薬液容器接続用
針付き接続部材。
【請求項８】
　前記部材本体の中空針が立設された面側には、バイアル瓶の口部が装着されるように構
成されたバイアル瓶係合部が設けられている、請求項１～７のいずれか１項に記載の薬液
容器接続用針付き接続部材。
【請求項９】
　前記薬液容器接続部が、接続する薬液容器に設けられた管状ネジ部に螺着できるように
構成された接続ネジ部を有している、請求項１～８のいずれか１項に記載の薬液容器接続
用針付き接続部材。
【請求項１０】
　請求項１～８のいずれか１項に記載の薬液容器接続用針付き接続部材と、管状接続部が
設けられた薬液容器とを備え、針付き接続部材に設けられた接続管部と、薬液容器の管状
接続部とが薬液が流通できるように接続されている、薬剤溶解キット。
【請求項１１】
　請求項９に記載の薬液容器接続用針付き接続部材と、管状ネジ部が設けられた薬液容器
とを備え、針付き接続部材に設けられた接続ネジ部と、薬液容器の管状ネジ部とが薬液が
流通できるように、螺着により接続されている、薬剤溶解キット。
【請求項１２】
　前記薬液容器は、収容している薬液を流出させるための薬液流出口が設けられている、
請求項１０又は１１に記載の薬剤溶解キット。
【請求項１３】
　前記薬液容器接続用針付き接続部材又は前記薬液容器に、薬剤溶解キットを吊下げ支持
できるように構成された吊り具が設けられた、請求項１０又は１２に記載の薬剤溶解キッ
ト。
【請求項１４】
　請求項９に記載の薬液容器接続用針付き接続部材と、管状ネジ部が設けられた薬液容器
とを備え、前記針付き接続部材に設けられた前記接続ネジ部と前記薬液容器の前記管状ネ
ジ部とが着脱できるように接続されており、この前記接続ネジ部と前記管状ネジ部が共に
ルアーロック式である、薬剤溶解キット。
【請求項１５】
　中空針が立設された部材本体と、前記中空針を覆う弾性鞘体とを備え、前記部材本体の
中空針が立設された側と反対の面側には、薬液容器と接続できるように構成された薬液容
器接続部が設けられた薬液容器接続用針付き接続部材の製造方法であって、
　前記中空針の外面に前記弾性鞘体を二色成形法又はインサート成形法によって成型し、
少なくとも前記中空針の外面を剥離できるように溶融樹脂が前記中空針外面に密着した状
態で覆うように設ける工程を有する、薬液容器接続用針付き接続部材の製造方法。
【請求項１６】
　前記弾性鞘体を成型する工程により、少なくとも前記弾性鞘体によって覆われた中空針
の外面を滅菌保証する、請求項１５に記載の薬液容器接続用針付き接続部材の製造方法。
【請求項１７】
　前記弾性鞘体を成型する工程における成型条件は、樹脂温度１５０～２５０℃の範囲内
である、請求項１５又は１６に記載の薬液容器接続用針付き接続部材の製造方法。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、薬液容器に別のバイアル瓶を接続できるように構成された針付き接続部材、
及び前記針付き接続部材と薬液容器とを接続した薬剤溶解キットに関する。
　本願は２０１２年５月１７日に日本に出願された、特願２０１２－１１３５１７号に基
づき優先権を主張し、その内容をここに援用する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、薬液溶解キットとしては、例えば、特許文献１～３に開示された技術が提案され
ている。
【０００３】
　特許文献１には、 薬液容器とバイアル瓶ホルダーとから構成され、薬液容器は、容器
本体の上部に連通口を形成しかつ下部に薬液の排出口を形成し、前記連通口の上端に結合
部材を形成し、前記排出口の下端に封止体を装着し、バイアル瓶ホルダーはホルダー本体
の底部内面にバイアル瓶装着口と医療用針が突設され、前記ホルダー本体の底部と薬液容
器の結合部材を結合したことを特徴とする薬剤溶解キットが開示されている。
【０００４】
　特許文献２には、 シール部により閉じられた口部を、上部に有した押圧変形自在なプ
ラスチック製の溶解液容器本体と、相連通する中空部が形成された上下一対の針体を具備
して前記口部の上方に位置する両頭針と、前記両頭針の上方に位置し下端にシールされた
口部を有した薬剤バイアルと、前記溶解液容器口部を同心状に囲んで前記両頭針及び薬剤
バイアルを覆うように上方に延び前記口部から適宜取外し得るように装着された保護キャ
ップとを備えており、前記両頭針の針体は、前記保護キャップ内の薬剤バイアルの口部シ
ール部を上部の針体に押し付けることにより、前記保護キャップに対する摺動を伴って、
下部の針体による前記溶解液容器の口部シール部の穿刺、及び上部の針体による前記薬剤
バイアルの口部シール部の穿刺を行なって両容器内に挿入され、且つ挿入後の前記両容器
を上下反転する毎に前記針体を通じて下方へ容器内の薬剤を移動させ得る長さとされてい
ることを特徴とする両頭針付溶解液容器が開示されている。
【０００５】
　特許文献３には、内部に溶解液又は希釈液などのような薬液が封入された可撓性プラス
チック製容器本体に、他の薬液容器への連通手段と薬液取出口とをそれぞれ備えた輸液容
器において、上記連通手段は、上記容器本体内に連通し且つ他の薬剤容器の口部に穿刺可
能な穿刺針と、前記穿刺針に同心状に一体に組合せられていて、連通時に他の薬剤容器を
支持可能な支持部材とを構成要素として含み、上記穿刺針にはゴム部材からなるゴム内層
を備えた保護キャップが被冠されており、この被冠状態において保護キャップのゴム内層
は上記穿刺針の周りにシールを形成して前記穿刺針を無菌並びに液密状態に保持し、保護
キャップと連通手段との間には、保護キャップを被冠状態に拘束する拘束機構が備えられ
、前記拘束機構は、保護キャップの回動動作により、拘束位置と非拘束位置とを選択的に
とり得るよう構成されていることを特徴とする輸液容器が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平１０－３３６３５号公報
【特許文献２】実開平６－２２２７２号公報
【特許文献３】特開平８－２４３１３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、前述した従来技術には、次のような問題があった。
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　特許文献１に記載の薬剤溶解キットは、複数の成形品の組立品である針部が接続されて
いるため、溶解液部の滅菌工程では、針部の滅菌保証が難しく、針単体でもガンマ線滅菌
等による滅菌が必要となるため、製造コストが高くなる問題がある。
　特許文献２に記載の両頭針付溶解液容器は、両頭針をバイアル瓶と薬液容の双方の栓体
に穿刺しなければならず、操作が面倒であった。また、コアリング発生の機会が２回であ
る。さらに構造が複雑であるためコスト高となる問題がある。
　特許文献３に記載の輸液容器は、針キャップを取り外して、バイアル瓶の栓体穿刺前に
、針を露出するタイプの薬剤溶解キットであり、先に針を露出させてしまうと、滅菌が保
証されないという問題がある。また、針先が露出するために危険である等の問題がある。
【０００８】
　本発明は、前記事情に鑑みてなされ、薬剤溶解キットとして使用する際に滅菌工程を簡
便に行うことができる針付き接続部材及びそれを用いた薬剤溶解キットの提供を課題とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　前記課題を達成するため、本発明は、例えば、中空針が立設された部材本体と、前記中
空針を覆う弾性鞘体とを備え、前記部材本体の中空針が立設された側と反対の面側には、
薬液容器と接続できるように構成された薬液容器接続部が設けられた針付き接続部材であ
って、前記弾性鞘体は、少なくとも前記中空針の外面を剥離可能に密着した状態で覆って
いることを特徴とする針付き接続部材を提供する。
【００１０】
　本発明の針付き接続部材において、前記中空針の外面に前記弾性鞘体を二色成形法によ
って設けたことが好ましい。
【００１１】
　本発明の針付き接続部材において、少なくとも前記弾性鞘体によって覆われた中空針の
外面が、滅菌保証されていることが好ましい。
【００１２】
　本発明の針付き接続部材において、前記弾性鞘体の先端に平面部が形成されていること
が好ましい。
【００１３】
　本発明の針付き接続部材において、前記部材本体は、前記中空針の基部周縁から広がっ
たフランジ部を有し、かつ前記弾性鞘体の基部が前記フランジ部の面に沿って広がるフラ
ンジ状基部を有していることが好ましい。
【００１４】
　本発明の針付き接続部材において、前記薬液容器接続部が、接続する薬液容器に設けら
れた管状接続部と接続可能な接続管部を有していることが好ましい。
【００１５】
　本発明の針付き接続部材において、前記部材本体の中空針が立設された面側には、バイ
アル瓶の口部が装着されるバイアル瓶係合部が設けられていることが好ましい。
【００１６】
　本発明の針付き接続部材において、前記薬液容器接続部が、接続する薬液容器に設けら
れた管状ネジ部に螺着可能な接続ネジ部を有している構成としてもよい。
【００１７】
　また本発明は、前記針付き接続部材と、管状接続部が設けられた薬液容器とを備え、針
付き接続部材に設けられた接続管部と、薬液容器の管状接続部とが薬液流通可能に接続さ
れていることを特徴とする薬剤溶解キットを提供する。
【００１８】
　また本発明は、前記針付き接続部材と、管状ネジ部が設けられた薬液容器とを備え、針
付き接続部材に設けられた接続ネジ部と、薬液容器の管状ネジ部とが薬液流通可能に螺着
接続されていることを特徴とする薬剤溶解キットを提供する。
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【００１９】
　本発明の薬剤溶解キットにおいて、前記薬液容器は、収容している薬液を流出させるた
めの薬液流出口が設けられていることが好ましい。
【００２０】
　本発明の薬剤溶解キットにおいて、前記針付き接続部材又は前記薬液容器に、薬剤溶解
キットを吊下げ支持できるように構成された吊り具が設けられたことが好ましい。
【００２１】
　また本発明は、前記針付接続部材と、管状ネジ部が設けられた薬液容器とを備え、針付
き接続部材に設けられた接続ネジ部と薬液容器の管状ネジ部とが着脱できるように接続さ
れており、この接続ネジ部と管状ネジ部が共にルアーロック式であることを特徴とする薬
剤溶解キットを提供する。
【００２２】
　また、本発明は以下の側面を有する。
（１）中空針が立設された部材本体と、前記中空針を覆う弾性鞘体とを備え、
　前記部材本体の中空針が立設された側と反対の面側には、薬液容器と接続できるように
構成された薬液容器接続部が設けられた針付き接続部材であって、
　前記弾性鞘体は、少なくとも前記中空針の外面を剥離できるように密着した状態で覆っ
ている、針付き接続部材、
（２）前記中空針の外面に前記弾性鞘体を二色成形法によって設けた、（１）に記載の針
付き接続部材、
（３）前記中空針の外面に前記弾性鞘体をインサート成形法によって設けた、（１）に記
載の針付き接続部材、
（４）少なくとも前記弾性鞘体によって覆われた中空針の外面が、滅菌保証されている、
（１）～（３）のいずれか１項に記載の針付き接続部材、
（５）前記弾性鞘体の先端に平面部が形成されている、（１）～（４）のいずれか１項に
記載の針付き接続部材、
（６）前記部材本体は、前記中空針の基部周縁から広がったフランジ部を有し、かつ前記
弾性鞘体の基部が前記フランジ部の面に沿って広がるフランジ状基部を有している、（１
）～（５）のいずれか１項に記載の針付き接続部材、
（７）前記薬液容器接続部が、接続する薬液容器に設けられた管状接続部と接続できるよ
うに構成された接続管部を有している、（１）～（６）のいずれか１項に記載の針付き接
続部材、
（８）前記部材本体の中空針が立設された面側には、バイアル瓶の口部が装着されるよう
に構成されたバイアル瓶係合部が設けられている、（１）～（７）のいずれか１項に記載
の針付き接続部材、
（９）前記薬液容器接続部が、接続する薬液容器に設けられた管状ネジ部に螺着できるよ
うに構成された接続ネジ部を有している、（１）～（８）のいずれか１項に記載の針付き
接続部材、
（１０）（１）～（８）のいずれか１項に記載の針付き接続部材と、管状接続部が設けら
れた薬液容器とを備え、針付き接続部材に設けられた接続管部と、薬液容器の管状接続部
とが薬液が流通できるように接続されている、薬剤溶解キット、
（１１）（９）に記載の針付き接続部材と、管状ネジ部が設けられた薬液容器とを備え、
針付き接続部材に設けられた接続ネジ部と、薬液容器の管状ネジ部とが薬液が流通できる
ように、螺着により接続されている、薬剤溶解キット、
（１２）前記薬液容器は、収容している薬液を流出させるための薬液流出口が設けられて
いる、（１０）又は（１１）に記載の薬剤溶解キット、
（１３）前記針付き接続部材又は前記薬液容器に、薬剤溶解キットを吊下げ支持できるよ
うに構成された吊り具が設けられた、（１０）又は（１２）に記載の薬剤溶解キット、及
び
（１４）（９）に記載の針付接続部材と、管状ネジ部が設けられた薬液容器とを備え、前
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記針付き接続部材に設けられた前記接続ネジ部と前記薬液容器の前記管状ネジ部とが着脱
できるように接続されており、この前記接続ネジ部と前記管状ネジ部が共にルアーロック
式である、薬剤溶解キット。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明の針付き接続部材は、中空針が立設された部材本体と、前記中空針を覆う弾性鞘
体とを備え、前記部材本体の中空針が立設された側と反対の面側には、薬液容器と接続で
きるように構成された薬液容器接続部が設けられ、前記弾性鞘体は、少なくとも前記中空
針の外面を剥離できるように密着した状態で覆っている構成としたものなので、中空針を
覆う弾性鞘体を形成する際、溶融樹脂を中空針外面に密着させて弾性鞘体を成形すること
で、少なくとも弾性鞘体によって覆われた中空針の外面を滅菌することができ、この部分
の滅菌が保証できることから、薬剤溶解キットとして使用する際に滅菌工程を簡便に行う
ことができる。
【００２４】
　本発明の薬剤溶解キットは、薬剤容器に前記針付き接続部材の薬液容器接続部を接続し
た構成なので、少なくとも弾性鞘体によって覆われた中空針の外面については滅菌を保証
することができることから、薬剤溶解キットとして使用する際に滅菌工程を簡便に行うこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の針付き接続部材の第１例を示す正面断面図である。
【図２】中空針の概要図である。
【図３】針付き接続部材にバイアル瓶を装着する状態を示す正面断面図である。
【図４】本発明の針付き接続部材の第２例を示す正面断面図である。
【図５】本発明の薬剤溶解キットの第１例を示す正面断面図である。
【図６】薬剤溶解キットの製造工程を示す正面断面図である。
【図７】薬剤溶解キットの使用状態を示す正面断面図である。
【図８】吊り具を有する薬剤溶解キットの正面断面図である。
【図９】吊り具の取付方法の第１例を示す正面断面図である。
【図１０】吊り具の取付方法の第２例を示す正面断面図である。
【図１１】本発明の薬剤溶解キットの第２例の製造工程を示す正面断面図である。
【図１２】本発明の薬剤溶解キットの第２例の使用状態を示す正面断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態を説明する。
　以下に説明する針付き接続部材及び薬剤溶解キットの構成は、本発明の単なる例示であ
り、本発明はこれらの例示に限定されるものではなく、種々の変更や修正が可能である。
【００２７】
（針付き接続部材）
　図１は、本発明の針付き接続部材の第１例を示す図である。
　本例の針付き接続部材１は、中空針２が立設された部材本体３と、前記中空針２を覆う
弾性鞘体４とを備え、前記部材本体３の中空針２が立設された一方の面側には、バイアル
瓶６の口部７が装着されるように構成されたバイアル瓶係合部８が設けられ、前記部材本
体３の他方の面側には、薬液容器と接続できるように構成された接続管部１２（薬液容器
接続部）が設けられ、前記弾性鞘体４は、少なくとも前記中空針２の外面を剥離できるよ
うに密着した状態で覆っていることを特徴としている。
【００２８】
　本例において、前記部材本体３は、中空針２の基部周縁から広がったフランジ部１１を
有し、かつ弾性鞘体４の基部がフランジ部１１の面に沿って広がるフランジ状基部１３を
有している。このようにフランジ部１１の面に沿って広がるフランジ状基部１３を設けた
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ことで、バイアル瓶６を装着した際に、アルミキャップ等からなる口部７の天面と弾性樹
脂からなるフランジ状基部１３とが接触し、フランジ状基部１３がパッキンとして作用し
て、この部分からの液漏れを防ぐことができる。
　前記中空針２の基部とは、先端部に貫通孔５を有する中空針２の根元部を示し、フラン
ジ部１１の中心部に位置する部位である。
　前記弾性鞘体４の基部とは、前記中空針２の基部上部の弾性鞘体部を示し、フランジ部
１１の弾性鞘体４の中心部に位置する部位である。
【００２９】
　前記部材本体３の中空針２が立設された一方の面側には、前記フランジ部１１の周縁か
ら上方に向けて突出した２本以上の突片９からなるバイアル瓶係合部８が設けられている
。
　これらの突片９には、図３に示すように針付き接続部材１にバイアル瓶６を装着する際
に、バイアル瓶６の口部７に係合する係止爪１０が形成されている。
【００３０】
　前記部材本体３と中空針２とは、合成樹脂の一体成形品になっている。この合成樹脂と
しては、バイアル瓶６の栓体に刺しても形状を維持することが重要なため、日本薬局方に
適合する剛性が高い樹脂として、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリカーボネート、Ａ
ＢＳ樹脂、及びＡＳ樹脂等を用いることが好ましく、ポリプロピレンがより好ましい。
【００３１】
　前記中空針２は、バイアル瓶６の口部７に設けられた栓体に対して穿刺できるように構
成されていればよく、寸法や先端形状などは特に限定されない。
　一例として、図２に示すように先端部分が尖った中空円筒状の中空針２が挙げられる。
　図２に示す形状の中空針２を用いる場合、中空針２の直径φａは２．５～３．５ｍｍ程
度が好ましく、円筒部分長さｂは７．０～８．０ｍｍ程度が好ましく、中空針高さｃは１
５～１７ｍｍ程度とすることが好ましい。
【００３２】
　前記中空針２に穿設された貫通孔５は、中空針２の先端部に一端が開口し、部材本体３
の他方の面側に他端が開口し、薬液が流通できるように構成された孔径を有している。
【００３３】
　前記弾性鞘体４の材質は、日本薬局方に適合する樹脂であり、射出可能な熱可塑性エラ
ストマーを用いることができ、スチレン－エチレン－ブチレン－スチレンブロック共重合
体（ＳＥＢＳ）、スチレン－エチレン－プロピレン－スチレンブロック共重合体（ＳＥＰ
Ｓ）、水素化スチレン‐ブタジエンゴム（ＨＳＢＲ）、スチレン－エチレン－ブタジエン
ゴム（ＳＥＢＲ）、又は結晶ポリオレフィンブロック－エチレンブロック－ブチレンブロ
ック－結晶ポリオレフィンブロックからなるブロック共重合体（ＣＥＢＣ）、エチレン・
ビニルアルコール共重合体（ＥＶＯＨ）又は、ポリエチレン等を挙げることができる。
　前記部材本体３と中空針２の材質がポリプロピレンの場合、前記弾性鞘体４の材質は、
スチレン－エチレン－ブチレン－スチレンブロック共重合体（ＳＥＢＳ）、又はその混合
材料を用いることが好ましい。又は、中空針２と弾性鞘体４が適度な剥離性を有するため
には、スチレン－エチレン－ブチレン－スチレンブロック共重合体（ＳＥＢＳ）にエチレ
ン・ビニルアルコール共重合体（ＥＶＯＨ）やポリエチレン（ＰＥ）を混合することが好
ましい。
【００３４】
　前記弾性鞘体４は、前記中空針２の外面を覆い、さらに部材本体３のフランジ部１１の
上面に沿って形成されている。この弾性鞘体４の先端は、中空針２の針先形状に合わせる
ことなく平面状に形成された平面部１４になっている。中空針２の針先を覆う弾性鞘体４
の厚みは、不用意に針先が突出することがなく、またバイアル瓶６の栓体を穿刺する際に
抵抗とならないような厚さとされ、通常は１ｍｍ以上１０ｍｍ以下であることが好ましく
、１ｍｍ以上５ｍｍ以下がより好ましい。
　弾性鞘体４の先端とは、バイアル瓶６の装着時に生じる抵抗を利用し、弾性鞘体４を剥
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離するため、バイアル瓶６に進入せず、且つ装着抵抗を受け止める平面部１４を有する部
位を示す。
　弾性鞘体４の先端に平面部１４を設けたことによって、バイアル瓶係合部８にバイアル
瓶６を装着した際に、中空針２の先端部から弾性鞘体４が剥離し、中空針２が弾性鞘体４
の平面部１４を突き破り、さらにバイアル瓶６の栓体を穿刺してバイアル瓶６内部に侵入
する動作がスムーズに行われる。平面部１４を設けない、或いは平面部１４の外径が小さ
いと、弾性鞘体４が中空針２から剥離しないでバイアル瓶６内部に侵入する可能性がある
。それを防ぐため、平面部１４の外径を中空針２の直径ａ以上とすることが好ましい。
【００３５】
　本例の針付き接続部材１は、中空針２を含む部材本体３の樹脂材料と、弾性鞘体４の樹
脂材料とを用い、二色成形法によって製造することが好ましい。
　二色成形法は、異材質（材料）同士を組み合わせて一体に成形する成形技術である。本
例の針付き接続部材１の製造方法における二色成形法は、中空針２を含む部材本体３を成
形すること、及び、部材本体３の成形後、中空針２と同一の金型内で弾性鞘体４となる部
分を部材本体３と一体で成形させることを含む。弾性鞘体４の製造方法は、成形した部材
本体３を中空針２と同一のコアに残した状態で金型を回転させながら、中空針２を弾性鞘
体４となるキャビティへ入れること、及び弾性鞘体４となる材料を弾性鞘体４のキャビテ
ィのゲート口から注ぐことを含む。このような二色成形法により、本例の針付き接続部材
１は、中空針２を含む部材本体３と弾性鞘体４が一体化した製品となる。成形順序は、こ
れに限らず、弾性鞘体４側を先に成形することも可能である。
【００３６】
　本願の針付き接続部材１の製造方法としては、前記に示した方法以外にインサート成形
法で製造することもできる。
　インサート成形法の場合は、先に部材本体３を成形して、その部材本体３を弾性鞘体４
のキャビティへ取り付け、異材質（又は異材料）を一体に成形する。
　前記インサート成形法では、先に部材本体３だけを成型し、取り置きすることが可能で
ある。
　前記インサート成形法では、弾性鞘体４の剥離効果をより高めるために、弾性鞘体４と
一体化する前に中空針２表面部にシリコンオイルを塗布することもできる。弾性鞘体４と
部材本体３を一体化する前にシリコンオイルを塗布することは、インサート成形法におい
ては容易に可能である（インサート成形法では部材本体３だけを事前に取り置きするため
）。
　インサート成形法においてシリコンオイルを塗布する部位としては、フランジ部１１を
除く中空針２の先端を含む表面部とすることが好ましく、フランジ部１１にはシリコンオ
イルを塗布しないことで、弾性鞘体４が剥離されないようにすることが可能である。
　この二色成形法又はインサート成形法による針付き接続部材１の製造において、中空針
２を含む部材本体３の成形条件は、樹脂温度１８０～３００℃の範囲内とすることが好ま
しい。また、弾性鞘体４の成型条件は、樹脂温度１５０～２５０℃の範囲内とすることが
好ましい。
【実施例】
【００３７】
　以下にインサート成形による針付き接続部材の成形試験を行った結果を示す。
　まず中空針（ＰＰ）を射出成型し、その後、下記表１に記載の配合例の樹脂による弾性
鞘体の成形を行った結果、表１に示すような剥離状態であった。
【００３８】
　針付き接続部材の伸縮性及び剥離性は、針付き接続部材３とバイアル瓶６を実際に装着
して官能評価を実施した。
　弾性鞘体４と中空針２が剥離する時には、弾性鞘体４と中空針２が剥離しながら、中空
針２のみバイアル瓶６の内部へ挿入することが必要であり、弾性鞘体４は、バイアル瓶６
の内部へ挿入せずに針付き接続部材３とバイアル瓶６の装着時の隙間に圧縮される状態と
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なる。この場合の針付き接続部材３の伸縮性とは、針付き接続部材３とバイアル瓶６の装
着時の隙間に弾性鞘体４を容易に圧縮できるかどうかを意味する。
　針付き接続部材３の伸縮性は、下記の基準で評価した。
Ａ：容易に圧縮可能となる。
Ｂ：圧縮可能ではあるが、Aに比べて、装着時の押圧エネルギーが必要となる。
Ｃ：弾性鞘体４が硬く、圧縮が大変である。
【００３９】
　針付き接続部材３の剥離性は、下記の基準で評価した。
Ａ：中空針２と弾性鞘体４が容易に剥離する。
Ｂ：中空針２と弾性鞘体４の剥離は比較的容易であるが、Ａに比べて、装着時のエネルギ
ーが必要となる。
Ｃ：中空針２と弾性鞘体４は剥離するが、Ｂに比べて、装着時のエネルギーがさらに必要
である。
Ｄ：剥離不能である。
【００４０】
【表１】

【００４１】
　針付き接続部材１を二色成形法又はインサート成形法により製造する場合、部材本体３
の中空針２の外面に溶融状態の弾性樹脂を供給し、弾性鞘体４を成形することによって、
中空針２の外面が溶融樹脂に接触することで高温となり、少なくとも中空針２の外面は滅
菌された状態となる。
　従って、得られた針付き接続部材１は、弾性鞘体４が無傷の状態であれば、少なくとも
中空針２の外面について滅菌されていることを保証することができる。
　滅菌とは、所謂、被滅菌物に微生物が生存する確率を１００万分の１個以下（すなわち
、被滅菌物１００万個のうち微生物が存在する被滅菌物は１個以下）に減少させることで
ある。本願では、成型した中空針２の外面部に、溶融した高温状態の弾性樹脂を接触させ
て弾性鞘体４を形成することから、少なくとも中空針２の外面は滅菌され、所謂、無菌状
態を達成することができる。つまり少なくとも中空針２の外面は無菌状態が保証できる。
　中空針２の先端部には貫通孔５が設定されており、その貫通孔５を通して薬液と中空針
２の外表面が接触することになる。中空針２と弾性鞘体４は、フランジ部１１以外は完全
には熔着していない状態であるため、貫通孔５を通じて、熔着していない弾性鞘体部に薬
液の滅菌時に発生する湿熱が入り込むことも可能となる。本願の滅菌とは、針付き接続部
材１を前記のような状況下にすることで被滅菌物、すなわち少なくとも中空針２の外面に
付着する微生物の生存する確率を減少させることである。
【００４２】
　図３は、針付き接続部材１に薬剤入りのバイアル瓶６を装着する際の状態を示す図であ
る。このバイアル瓶６としては、医療分野において通常に使用されている、口部７の天面
に穿刺できるように構成された栓体を有するタイプのバイアル瓶を使用することができる
。
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　このバイアル瓶６を装着する場合、バイアル瓶６の口部７天面の栓体を露出させた状態
とし、その口部７を針付き接続部材１のバイアル瓶係合部８に押し込むことで、簡単に装
着することができる。
【００４３】
　バイアル瓶装着時、中空針２の針先に、弾性鞘体４を介してバイアル瓶６の栓体が当接
して押圧力が加わると、前記栓体が弾性鞘体４を介して中空針２の針先に当たる。さらに
、中空針２の針先に加わる押圧力によって、中空針２の先端部外面から弾性鞘体４が剥離
し、中空針２の針先が弾性鞘体４を突き破り、さらに栓体を穿刺してバイアル瓶６内部に
挿入される。
【００４４】
　バイアル瓶６の口部７は、２本以上の突片９を外方に広げながらフランジ部１１側に進
行し、それぞれの係合爪１０が口部７を乗り越えて口元縮径部に達した後、それぞれの突
片９が弾性的に復元し、それぞれの係合爪１０が口元に係合してバイアル瓶６を保持する
。
【００４５】
　バイアル瓶６が係合爪１０に保持された状態において、中空針２は栓体を突き通してバ
イアル瓶６内部に到達しており、中空針２の貫通孔５を通してバイアル瓶６の内部と接続
管部１２の管内とが連通した状態となる。
【００４６】
　本例の針付き接続部材１は、中空針２が立設された部材本体３と、中空針２を覆う弾性
鞘体４とを備え、部材本体３の中空針２が立設された一方の面側には、バイアル瓶６の口
部７が装着されるように構成されたバイアル瓶係合部８が設けられ、部材本体３の他方の
面側には、薬液容器と接続できるように構成された接続管部１２（薬液容器接続部）が設
けられ、弾性鞘体４は、少なくとも中空針２の外面を剥離できるように密着した状態で覆
っている構成としたものなので、中空針２を覆う弾性鞘体４を形成する際、溶融樹脂を中
空針外面に密着させて弾性鞘体４を成形することで、少なくとも弾性鞘体４によって覆わ
れた中空針２の外面を滅菌することができ、この部分の滅菌が保証できることから、薬剤
溶解キットとして使用する際に滅菌工程を簡便に行うことができる。
【００４７】
　図４は、本発明の針付き接続部材の第２例を示す図である。
　本例の針付き接続部材１７は、前述した第１例の針付き接続部材１とほぼ同様の構成要
素を備えて構成されており、同一の構成要素には同一符号を付してある。
　本例の針付き接続部材１７は、薬液容器接続部として、前記接続管部１２に代えて、管
状体の外周面にネジ部１６（雄ネジ）が形成された接続ネジ部１５を設けたことを特徴と
している。
【００４８】
　この接続ネジ部１５は、管状ネジ部が設けられたプレフィルドシリンジタイプの薬液容
器を用いる場合に、接続ネジ部１５を薬液容器の管状ネジ部に螺着することによって、針
付き接続部材１７と薬液容器とを着脱できるように接続する。
　接続ネジ部１５を薬液容器の管状ネジ部に螺着するとは、接続ネジ部１５を薬液容器の
管状ネジ部にねじ込んで取り着けることを意味する。
　図４に図示した例では、接続ネジ部１５の外周面に雄ネジとなるネジ部１６が形成され
た構成であるが、管状ネジ部に雄ネジが形成されているタイプの薬液容器に適合させる場
合には、前記接続ネジ部１５として管状体の内周面に雌ネジが形成された接続ネジ部を備
えた構成としてもよい。
【００４９】
　本例の針付き接続部材１７は、前述した第１例の針付き接続部材１とほぼ同様の効果を
得ることができ、さらに薬液容器の管状ネジ部と着脱できるように接続できる接続ネジ部
１５を有する構成としたことによって、薬液容器の交換や付け替えが可能となるなど、薬
剤溶解キットの利用形態を広げることができる。
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【００５０】
（薬剤溶解キット）
　図５は、本発明の薬剤溶解キットの第１例を示す図である。
　本例の薬剤溶解キット２０は、前述した針付き接続部材１と、薬液容器２２とからなり
、針付き接続部材１に設けられた接続管部１２と薬液容器２０の管状接続部２１とが接続
された構成になっている。
【００５１】
　前記薬液容器２２は、合成樹脂製の容器本体に薬液２３が密封充填されてなり、前記容
器本体の一端側には、前記管状接続部２１が設けられ、この管状接続部２１の先端に針付
き接続部材１が溶着接合されている。また容器本体の他端側には、収容している薬液２３
を流出させるための薬液流出口２５が設けられ、前記薬液流出口２５の開口には栓体２６
が設けられている。
【００５２】
　針付き接続部材１の接続管部１２と薬液容器２０の管状接続部２１とは、接合部２４で
溶着接合されている。針付き接続部材１の接続管部１２と薬液容器２０の管状接続部２１
とが同種の合成樹脂、例えばポリプロピレン等で構成されている場合には、接続管部１２
と管状接続部２１の端部同士を加熱溶融し、簡単に溶着することができる。接続管部１２
と管状接続部２１とを接続するための方法は、溶着接合に限定されるものではなく、ジョ
イント部材などの適当な接続部材を用いた接続方法でもよい。
【００５３】
　図６は、本例の薬剤溶解キット２０の製造工程を示す図である。
　この薬剤溶解キット２０を製造するには、針付き接続部材１と薬液容器２２とを別々に
成形して用意する（図６（ａ））。この薬液容器２２は、薬液２３が入っていない空の状
態であり、薬液流出口２５は開口している。
　次に、図６（ｂ）に示すように、薬液容器２２の管状接続部２１と針付き接続部材１の
接続管部１２とのそれぞれの端部を加熱し、突き合わせることによって溶着接合する。
【００５４】
　次に、薬液容器２２の薬液流出口２５から薬液２３を容器内に注入し、その後、図６（
ｃ）に示すように、薬液流出口２５の開口に封止体２６を取り付けて、薬液容器２２を密
封する。これによって薬剤溶解キット２０が作製される。薬剤溶解キット２０の製造工程
は、図６に示す製造工程のみに限定されるものではなく、薬液容器２２に封止体２６を取
り付け、管状接続部２１から薬液充填して針付き接続部材１を接続する工程でも良い。
　次に、この薬剤溶解キット２０に滅菌処理を施す（図６（ｄ））。高圧蒸気滅菌等の滅
菌処理によって、薬液容器２２に収容された薬液は滅菌される。この時、薬液容器２２内
部と中空針２の貫通孔５とは連通しているので、薬液２３の滅菌と同時に中空針２の内部
まで滅菌される。
【００５５】
　図７は、薬剤溶解キット２０を医療施設等で使用する方法を示す図である。
　この薬剤溶解キット２０は、図７（ａ）に示す針付き接続部材１の中空針２側に、所望
の薬剤１８が封入されたバイアル瓶６の口部７を押し込むことで、バイアル瓶６内部と薬
液容器２２内部とが連通され、薬剤１８と薬液２３とを混合できるようになる。
　図７（ｂ）に示すように、バイアル瓶６の口部７を押し込んだ際、中空針２の針先に、
弾性鞘体４を介してバイアル瓶６の栓体が当接して押圧力が加わると、前記栓体が弾性鞘
体４を介して中空針２の針先に当たる。さらに、中空針２の針先に加わる押圧力によって
、中空針２の先端部外面から弾性鞘体４が剥離し、中空針２の針先が弾性鞘体４を突き破
り、さらに栓体を穿刺して中空針２がバイアル瓶６内部に挿入される。
【００５６】
　中空針２がバイアル瓶６内部に侵入すると同時に、貫通孔５がバイアル瓶６内部に露出
して、バイアル瓶６内部と薬液容器２２内部とが、中空針２の貫通孔５を通して連通する
。この状態で薬剤溶解キット２０を上に向けることで、薬液２３がバイアル瓶６内部に注
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入される。バイアル瓶６内部に注入された薬液によって、バイアル瓶６内に収容されてい
た薬剤１８が溶解（或いは分散）し、その後、薬剤溶解キット２０を下に向けることで、
バイアル瓶６内の薬剤を含んだ薬液が、貫通孔５を通して薬液容器２２内に移行する。
　薬剤１８を含む薬液２３は、薬液容器２２の栓体２６を穿刺して連結される導液ライン
等により、患者の体内等に供給される。
【００５７】
　この薬剤溶解キット２０は、薬剤容器２２に針付き接続部材１を接続した構成なので、
少なくとも弾性鞘体４によって覆われた中空針２の外面については滅菌を保証することが
できることから、薬剤溶解キット２０として使用する際に滅菌工程を簡便に行うことがで
きる。
【００５８】
　図８は、前述した薬剤溶解キット２０を吊り下げて支持できるように構成された吊り具
２７を備えた例を示す図である。
　本例では、合成樹脂製のバンド状の吊り具２７を用い、前記吊り具２７の両端を針付き
接続部材１の部材本体３外面に取り付けた構成になっている。吊り具２７の接合位置は本
例示に限定されず、薬液容器２２側に接合してもよいし、バンド状以外の各種の形状の吊
り具を用いることもできる。
【００５９】
　図９は、吊り具２７の取り付け方法の第１例を示す図である。
　本例では、針付き接続部材１の部材本体３外面に、吊り具２７の端部を重ね合わせ、そ
の部分にヒータ２８を接近させて加熱し、吊り具２７の端部を部材本体３外面に溶着して
いる。
【００６０】
　図１０は、吊り具２７の取り付け方法の第２例を示す図である。
　本例では、吊り具２７の両端部に、取付用の穴２７ａを穿設すると共に、部材本体３外
面に、前記穴２７ａに挿入できるように構成された頭部を持つキノコ状の突起２９を設け
ておく。そして、吊り具２７の穴２７ａに部材本体３外面の突起２９を挿入することで、
吊り具２７の両端を針付き接続部材１の部材本体３外面に取り付けることができる。
【００６１】
　図１１は、本発明の薬剤溶解キットの第２例の製造工程を示す正面断面図である。
　本例の薬剤溶解キット３５は、図１１（ｅ）に示すように、接続ネジ部１５が設けられ
た図４に示す構成の針付き接続部材１７と、薬液３２がゴム封止材３３によって密封され
ているシリンジ３０（薬液容器）と、シリンジ３０内に先端側が挿入されたピストン部材
３４とを備えて構成されている。シリンジ３０の先端部には、内周面にネジ部３１ａ（雌
ネジ）が設けられた管状ネジ部３１が設けられ、この管状ネジ部３１には、針付き接続部
材１７の接続ネジ部１５が挿入及び螺着され、針付き接続部材１７とシリンジ３０とが接
続されている。管状ネジ部３１と接続ネジ部１５との接続部分には、液漏れ防止用のｏ－
リングを介在させてもよい。
　管状ネジ部３１に接続ネジ部１５が螺着されるとは、接続ネジ部１５を管状ネジ部３１
にねじ込んで取り着けることを意味する。
【００６２】
　この薬剤溶解キット３５を製造するには、別々に成形したシリンジ３０と針付き接続部
材１７とを用意し、図１１（ａ）に示すように、シリンジ３０の管状ネジ部３１に針付き
接続部材１７の接続ネジ部１５を嵌め込み、図中矢印で示す装着方向に回して螺着する。
　図１１（ｂ）に示すように、針付き接続部材１７の接続ネジ部１５とシリンジ３０の管
状ネジ部３１との螺着が完了し、針付き接続部材１７とシリンジ３０とを接続した後、図
１１（ｃ）に示すように、シリンジ３０内に薬液３２を注入する。
　次に、図１１（ｄ）に示すように、シリンジ３０内にゴム封止材３３を打栓してシリン
ジ３０内の薬液３２を密封し、さらにキット全体を加熱滅菌する。
　次に、図１１（ｅ）に示すように、シリンジ３０の後端側から、ゴム封止材３３を移動
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させるためのピストン部材３４を装着し、薬剤溶解キット３５を得る。
【００６３】
　図１２は、本例の薬剤溶解キット３５の使用方法を説明する図である。
　この薬剤溶解キット３５の薬液３２に、バイアル瓶６内の別の薬剤を混合するには、図
１２（ａ）に示すように、バイアル瓶６の口部７を薬剤溶解キット３５の針付き接続部材
１７のバイアル瓶係合部８に押し込む。この押し込み操作によって、中空針２が弾性鞘体
４とバイアル瓶６の天面に設けられた栓体とを突き破ってバイアル瓶６内に侵入する。そ
の後、シリンジ３０のピストン部材３４を押し込んで薬液３２の一部又は全部をバイアル
瓶６内に注入し、振り混ぜることによってバイアル瓶６内の薬剤を溶解させる。次に、シ
リンジ３０のピストン部材３４を引き、バイアル瓶３０内の薬剤を含む薬液３２をシリン
ジ３０内に吸入する。
【００６４】
　次に、図１２（ｂ）に示すように、針付き接続部材１７のバイアル瓶係合部８からバイ
アル瓶６を取り外す。
　次に、針付き接続部材１７をシリンジ３０からの離脱方向に回し、針付き接続部材１７
をシリンジ３０から取り外す（図１２（ｃ））。
　次に、図１２（ｄ）に示すように、シリンジ３０の管状ネジ部３１にルアーロック式の
ライン３６と接続し、シリンジ３０内の薬剤を含む薬液を混注する。
　ルアーロック式とは管状ネジ部３１に合わせて螺合形状に成形された螺着固定可能な方
式で取り付ける方法を言う。
【００６５】
　この薬剤溶解キット３５は、シリンジ３０に針付き接続部材１７を接続した構成なので
、少なくとも弾性鞘体４によって覆われた中空針２の外面については滅菌を保証すること
ができることから、滅菌工程を簡便に行うことができる。
　また、この薬剤溶解キット３５は、薬液容器であるシリンジ３０と針付き接続部材１７
とを着脱できるように接続する構成なので、薬剤を薬液に溶解後にシリンジ３０から針付
き接続部材１７を取り外すことによって薬剤溶解キットの利用形態を広げることができる
。
【００６６】
　本発明のまた別の側面の針付き接続部材は、
　中空針が立設された部材本体と、前記中空針を覆う弾性鞘体とを備え、
　前記部材本体の中空針が立設された側と反対の面側には、薬液容器と接続できるように
構成された薬液容器接続部が設けられた針付き接続部材であって、
　前記弾性鞘体は、少なくとも前記中空針の外面を剥離できるように密着した状態で覆い
、
　前記中空針の外面に前記弾性鞘体を二色成形法又はインサート成形法によって設け、
　少なくとも前記弾性鞘体によって覆われた中空針の外面が、滅菌保証されており、
　前記弾性鞘体の先端に平面部が形成され、
　前記部材本体は、前記中空針の基部周縁から広がったフランジ部を有し、かつ前記弾性
鞘体の基部が前記フランジ部の面に沿って広がるフランジ状基部を有し、
　前記薬液容器接続部が、接続する薬液容器に設けられた管状接続部と接続できるように
構成された接続管部を有し、
　前記部材本体の中空針が立設された面側には、バイアル瓶の口部が装着されるように構
成されたバイアル瓶係合部が設けられ、
　前記薬液容器接続部が、接続する薬液容器に設けられた管状ネジ部に螺着螺着できるよ
うに構成された接続ネジ部を有し、
　前記部材本体と前記中空針はポリプロピレンからなり、
　前記弾性鞘体はスチレン－エチレン－ブチレン－スチレンブロック共重合体（ＳＥＢＳ
）からなることが好ましい。
【００６７】



(14) JP 6234225 B2 2017.11.22

10

20

30

40

50

　本発明のまた別の側面の薬剤溶解キットは、
　中空針が立設された部材本体と、前記中空針を覆う弾性鞘体とを備え、
　前記部材本体の中空針が立設された側と反対の面側には、薬液容器と接続できるように
構成された薬液容器接続部が設けられた針付き接続部材であって、
　前記弾性鞘体は、少なくとも前記中空針の外面を剥離できるように密着した状態で覆い
、
　前記中空針の外面に前記弾性鞘体を二色成形法又はインサート成形法によって設け、
　少なくとも前記弾性鞘体によって覆われた中空針の外面が、滅菌保証されており、
　前記弾性鞘体の先端に平面部が形成され、
　前記部材本体は、前記中空針の基部周縁から広がったフランジ部を有し、かつ前記弾性
鞘体の基部が前記フランジ部の面に沿って広がるフランジ状基部を有し、
　前記薬液容器接続部が、接続する薬液容器に設けられた管状接続部と接続できるように
構成された接続管部を有し、
　前記部材本体の中空針が立設された面側には、バイアル瓶の口部が装着されるように構
成されたバイアル瓶係合部が設けられ、
　前記部材本体と前記中空針はポリプロピレンからなり、
　前記弾性鞘体はスチレン－エチレン－ブチレン－スチレンブロック共重合体（ＳＥＢＳ
）からなる、針付き接続部材と、
　管状接続部が設けられた薬液容器とを備え、
　針付き接続部材に設けられた接続管部と、薬液容器の管状接続部とが薬液が流通できる
ように接続されており、
　前記薬液容器は、収容している薬液を流出させるための薬液流出口が設けられ、
　前記針付き接続部材又は前記薬液容器に、薬剤溶解キットを吊下げ支持できるように構
成された吊り具が設けられていることが好ましい。
【００６８】
　本発明のまた別の側面の薬剤溶解キットは、
　中空針が立設された部材本体と、前記中空針を覆う弾性鞘体とを備え、
　前記部材本体の中空針が立設された側と反対の面側には、薬液容器と接続できるように
構成された薬液容器接続部が設けられた針付き接続部材であって、
　前記弾性鞘体は、少なくとも前記中空針の外面を剥離できるように密着した状態で覆い
、
　前記中空針の外面に前記弾性鞘体を二色成形法又はインサート成形法によって設け、
　少なくとも前記弾性鞘体によって覆われた中空針の外面が、滅菌保証されており、
　前記弾性鞘体の先端に平面部が形成され、
　前記部材本体は、前記中空針の基部周縁から広がったフランジ部を有し、かつ前記弾性
鞘体の基部が前記フランジ部の面に沿って広がるフランジ状基部を有し、
　前記薬液容器接続部が、接続する薬液容器に設けられた管状接続部と接続できるように
構成された接続管部を有し、
　前記部材本体の中空針が立設された面側には、バイアル瓶の口部が装着されるように構
成されたバイアル瓶係合部が設けられ、
　前記薬液容器接続部が、接続する薬液容器に設けられた管状ネジ部に螺着できるように
構成された接続ネジ部を有し、
　前記部材本体と前記中空針はポリプロピレンからなり、
　前記弾性鞘体はスチレン－エチレン－ブチレン－スチレンブロック共重合体（ＳＥＢＳ
）からなる、針付き接続部材と、
　管状ネジ部が設けられた薬液容器とを備え、
　針付き接続部材に設けられた接続ネジ部と、薬液容器の管状ネジ部とが薬液が流通でき
るように螺着により接続され、
　前記薬液容器は、収容している薬液を流出させるための薬液流出口が設けられ、
　前記針付き接続部材又は前記薬液容器に、薬剤溶解キットを吊下げ支持できるように構
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成された吊り具が設けられていることが好ましい。
【００６９】
　本発明のまた別の側面の薬剤溶解キットは、
　中空針が立設された部材本体と、前記中空針を覆う弾性鞘体とを備え、
　前記部材本体の中空針が立設された側と反対の面側には、薬液容器と接続できるように
構成された薬液容器接続部が設けられた針付き接続部材であって、
　前記弾性鞘体は、少なくとも前記中空針の外面を剥離できるように密着した状態で覆い
、
　前記中空針の外面に前記弾性鞘体を二色成形法又はインサート成形法によって設け、
　少なくとも前記弾性鞘体によって覆われた中空針の外面が、滅菌保証されており、
　前記弾性鞘体の先端に平面部が形成され、
　前記部材本体は、前記中空針の基部周縁から広がったフランジ部を有し、かつ前記弾性
鞘体の基部が前記フランジ部の面に沿って広がるフランジ状基部を有し、
　前記薬液容器接続部が、接続する薬液容器に設けられた管状接続部と接続できるように
構成された接続管部を有し、
　前記部材本体の中空針が立設された面側には、バイアル瓶の口部が装着されるように構
成されたバイアル瓶係合部が設けられ、
　前記薬液容器接続部が、接続する薬液容器に設けられた管状ネジ部に螺着できるように
構成された接続ネジ部を有し、
　前記部材本体と前記中空針はポリプロピレンからなり、
　前記弾性鞘体はスチレン－エチレン－ブチレン－スチレンブロック共重合体（ＳＥＢＳ
）からなる、針付き接続部材と、
　管状ネジ部が設けられた薬液容器とを備え、
　前記針付き接続部材に設けられた前記接続ネジ部と前記薬液容器の前記管状ネジ部とが
着脱できるように接続されており、この前記接続ネジ部と前記管状ネジ部が共にルアーロ
ック式であることが好ましい。
【産業上の利用可能性】
【００７０】
　本発明は、薬液容器に別のバイアル瓶を接続できるように構成された針付き接続部材、
前記針付き接続部材と薬液容器とを接続した薬剤溶解キットに関する。
【符号の説明】
【００７１】
　１…針付き接続部材、２…中空針、３…部材本体、４…弾性鞘体、５…貫通孔、６…バ
イアル瓶、７…口部、８…バイアル瓶係合部、９…突片、１０…係合爪、１１…フランジ
部、１２…接続管部（薬液容器接続部）、１３…フランジ状基部、１４…平面部、１５…
接続ネジ部（薬液容器接続部）、１６…ネジ部、１７…針付き接続部材、１８…薬剤、２
０…薬剤溶解キット、２１…管状接続部、２２…薬液容器、２３…薬液、２４…接合部、
２５…薬液流出口、２６…栓体、２７…吊り具、２７ａ…穴、２８…ヒータ、２９…突起
、３０…シリンジ、３１…管状ネジ部、３１ａ…ネジ部、３２…薬液、３３…ゴム封止材
、３４…ピストン部材、３５…薬剤溶解キット、３６…ルアーロック式のライン。
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